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ナイスショット

甥師の下山寛氏

‘叫・－「∴＿一二三ニ11，鳥

岩
手
　
m

政
治
さ
ん
閏
歳
で
し
た
。
2
位
米
澤
彪
さ
ん
7
9
歳
、

3
位
戸
川
功
さ
ん
7
1
歳
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
若
さ
ハ
ツ
ラ
ツ
で
奮
闘
し
て
お
り
ま
し
た
「

◆
岩
手
支
部

◎
第
1
回
理
事
会
（
総
会
）
開
催

5
月
3
1
日
、
盛
岡
市
内
の
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

に
お
い
て
、
県
内
9
地
区
電
友
会
の
会
長
及
び
事
務

局
長
が
出
席
し
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
■

N
T
T
総
務
部
長
の
菊
池
株
と
総
務
担
当
課
長
の

知
久
様
の
ご
参
加
を
頂
き
、
菊
池
総
務
部
長
様
よ
り

今
後
の
N
T
T
の
動
向
等
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
議
事
に
入
り
、
前
年
度
の
活
動
状
況
、

決
算
報
告
、
3
0
年
度
活
動
計
画
、
予
算
を
決
定
し
ま

し
た
。
今
回
は
副
支
部
長
が
退
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら

役
員
体
制
を
次
の
通
り
変
更
し
ま
し
た
。

・
副
支
部
長
　
都
鳥
　
良
美
　
（
花
巻
会
長
）

◎
第
2
1
回
N
T
T
O
B
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
手
県
大

い
た
だ
き
ま
し
た
。

甲
斐
の
国
　
（
山
梨
）
　
か
ら
加
代
当
主
の
南
部
信
直

公
が
湿
地
帯
で
あ
っ
た
盛
岡
の
地
に
3
6
年
か
け
て
町

づ
く
り
を
し
、
定
着
し
た
経
緯
を
話
さ
れ
た
。
そ
の

間
、
南
部
〓
族
の
有
力
者
で
あ
っ
た
県
北
の
九
戸
城

の
城
主
「
九
戸
政
美
」
の
反
乱
を
豊
臣
秀
吉
の
大
下

統
一
の
一
環
と
す
る
6
万
人
の
援
軍
を
得
て
征
伐
す

る
な
ど
、
長
い
歴
史
の
中
で
は
数
々
の
苦
難
の
歴
史

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
だ
け
長
い
間
領
主
を
継
続
出
来
た
原
岡
の
一

つ
に
、
源
頼
朝
や
天
皇
家
と
も
親
戚
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
一
部
の
み
の
講
演
で
し
た
の
で
、
参

◆
盛
岡
電
友
会

◎
第
1
回
N
T
T
・
O
B
大
学

7
月
3
日
、
日
本
で
唯
一
8
0
0
年
間
同
二
漆
と

し
て
継
続
し
、
1
5
0
0
名
以
上
の
藩
士
を
網
羅
し

会
開
催
　
　
　
　
　
　
　
】
一

9
月
6
日
、
岩
手
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ
オ
G

G
場
に
お
い
て
、
6
7
名
の
　
一

参
加
を
頂
き
岩
手
県
人
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
優

勝
は
一
関
地
区
の
小
野
寺

明
治
維
新
か
ら
1
5
0
年

も
継
続
し
て
い
る
稀
有
な

組
織
で
あ
る
「
旧
盛
岡
藩

士
桑
田
」
　
の
前
理
事
長
、

下
山
寛
氏
を
講
師
に
迎
え

「
南
部
藩
の
内
紛
と
九
一
日

政
美
」
の
題
名
で
講
演
を
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作品の1コマ　　　　　　　　　　　来場者は800名

出展手の皆さん

電電記念日を祝う会の横様

諏

加
者
か
ら
是
非
「
続
編
を
」
と
の
希
望
が
…

◎
第
3
2
回
N
T
T
・
O
B
作
品
展
の
開
催

毎
年
秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
N
T
T
・
O
B
等
に

よ
る
作
品
展
を
盛
岡
駅
西
口
マ
リ
オ
ス
ビ
ル
2
0
階
展

望
室
展
示
場
に
て
9
月
2
5
日
か
ら
2
8
日
ま
で
の
4
日

華
の
責
も
あ
り
、
盛
大
な
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
第
Ⅵ
‥
回
の
開
催
は
、
2
0
1
9
年
1
0
月
1
5
日

1
8
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
又
新
し
く
出
展
さ

れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

間
開
催
し
ま
し
た
。

3
2
回
日
と
な
る
今
回
は

4
2
名
の
方
か
ら
書
道
、
絵

画
、
写
舌
バ
、
彫
刻
・
陶
芸
・

手
芸
な
ど
、
日
頃
丹
精
込

め
て
制
作
し
た
力
作
9
4
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

又
今
回
は
西
和
賀
町
で
写
】
引
V
㌔

兵
家
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
ま
す
N
T
T
O
B
高
橋

定
雄
（
ア
ー
ト
ネ
ー
ム
高
仙

沢
翔
）
　
さ
ん
が
出
展
し
て
几

下
さ
り
花
を
添
え
て
頂
き

ま
し
た
。

来
場
者
は
N
T
T
・
O

B
と
現
役
の
方
は
も
と
よ

り
近
郊
市
町
村
の
方
々
旅

行
者
等
4
日
間
で
約
8
0

0
名
。
来
場
し
て
頂
い
た

N
T
T
岩
手
支
店
長
始

め
幹
部
の
方
々
か
ら
の
賞

委
員
長
と
し
て
ご
挨
拶
を
さ
れ
、
そ
の
挨
拶
の
中
で

「
今
年
は
社
長
表
彰
を
頂
き
そ
の
証
と
し
て
最
優
秀

賞
の
旗
を
会
場
へ
持
ち
込
み
ま
し
た
の
で
、
O
B
・

O
G
の
皆
様
、
手
に
触
れ
て
後
輩
の
頑
張
り
を
讃
え

て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

1】
　
　
－

◎
電
電
記
念
日
を
祝
う
会
の
開
催

平
成
3
0
年
1
0
月
2
3
日
エ

ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
に
お

い
て
、
実
行
委
員
会
に
よ

り
電
電
記
念
日
を
祝
う
会

を
1
1
4
名
の
参
加
を
頂

き
開
催
し
ま
し
た
「
■
　
N
T

T
岩
手
支
店
長
様
も
実
行

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

仙
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

3
0
年
度
は
3
月
1
7
日
の
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

年
間
活
動
回
数
は
、
4
月
の
第
1
回
例
会
か
ら
日

月
の
第
8
回
例
会
ま
で
と
5
月
の
北
二
▲
県
大
会
を
青

森
で
開
催
す
る
こ
と
等
を
決
め
、
釣
半
年
振
り
に
顔

を
合
わ
せ
た
仲
間
と
懇
親
会
を
行
い
、
今
年
の
抱
負
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皆さん
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定期大会様様

や
目
標
等
を
語
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
体
調
不
良
者
が
多
く
、
休
会
者
が
散
見
き

れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
盛
岡
、
宮
古
、
大
船
渡
、
平
泉
、

一
関
、
水
沢
、
北
上
、
花
巻
、
鹿
角
（
秋
田
）
　
の
各

地
か
ら
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
集
ま
り
、
毎
月
第
2
金
曜

日
に
岩
手
の
中
央
に
位
置
す
る
盛
岡
南
c
c
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
じ
た
。

4
月
1
3
日
は
、
第
1
回
例
会
を
行
い
半
年
ぶ
り
の

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
北
三
県
大
会
は
青
森
の
夏
泊
リ
ン
ク
ス
G
C

で
7
月
6
日
に
行
わ
れ
岩
手
か
ら
1
8
名
が
参
加
し
岩

手
の
斉
藤
英
俊
さ
ん
が
見
事
に
3
連
覇
を
果
た
し
ま

した。今
ま
で
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

4
月
　
優
勝
　
高
橋
　
光
郎
（
盛
岡
電
友
会
）

5
月
　
優
勝
　
村
上
　
光
男
（
盛
岡
電
友
会
）

6
月
　
優
勝
　
岡
澤
　
正
和
　
（
盛
岡
電
友
会
）

7
月
　
優
勝
　
大
坂
　
英
機
（
大
船
渡
電
友
会
）

8
月
　
優
勝
　
黒
川
　
健
児
（
盛
岡
電
友
会
）

9
月
　
優
勝
　
佐
々
木
　
冶
　
（
盛
岡
電
友
会
）

脚
音
楽
を
語
り
合
う
会

こ
の
会
も
2
0
年
を
経
過
し
、
今
年
度
も
4
月
1
3
日

金
曜
日
に
第
1
回
総
会
兼
鑑
賞
会
を
O
B
サ
ロ
ン
で

実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
会
員
の
高
齢
化
と
恒
例
の

仙
台
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
止

に
な
る
こ
と
か
ら
2
0
年
を
区
切
り
に
1
0
月
を
も
ち
ま

し
て
廃
会
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
は
沢
山

の
素
敵
な
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
お
茶
会
で
思
い
出

を
語
り
終
了
と
い
た
し
ま
す
。
皆
様
長
い
間
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

閻
瞞
雀
同
好
会

3
0
年
度
総
会
は
、
5
月
2
6
日
第
1
回
定
例
会
終
了

後
、
市
内
の
居
酒
屋
で
開
催
し
、
事
務
局
か
ら
「
定

例
会
は
例
年
通
り
年
4
回
、
年
間
入
賞
者
と
皆
勤
者

を
表
彰
す
る
」
等
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
定
例
会
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
第
1
回
定
例
会
（
5
月
2
6
日
）

優
勝
　
町
端
一
男
　
　
準
優
勝
　
久
郷
　
俊
明

・
第
2
回
定
例
会
　
（
9
月
1
日
）

優
勝
　
吉
田
　
博
至
　
　
準
優
勝
　
戸
津
　
信
男

な
お
、
2
9
年
度
の
年
間
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
し

た。
優
勝
　
小
野
寺
博
昭
　
　
準
優
勝
　
近
藤
　
茂
雄

麻
雀
は
、
認
知
症
の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
新
規
会
員
の
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

坤
高
松
囲
碁
ク
ラ
ブ

4
月
2
1
日
N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン
で
9
名
の
参
加

に
よ
り
平
成
3
0
年
度
総
会
の
後
、
第
1
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
優
勝
は
細
野
直
彦
さ
ん
、
準
優
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勝
は
小
松
蔵
人
さ
ん
で
し
た
。

7
月
2
1
日
は
第
2
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
優
勝

は
田
屋
賓
さ
ん
、
準
優
勝
は
黒
川
健
児
さ
ん
で
し
た
。

恒
例
の
平
成
3
0
年
度
来
北
四
県
親
善
囲
碁
大
会
は

6
月
3
日
つ
な
ぎ
温
泉
清
温
荘
で
開
催
さ
れ
、
岩
手

は
2
位
の
成
績
で
し
た
。

来
年
度
は
、
悲
願
の
優
勝
を
目
指
し
て
棋
力
向
上

に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

㈲
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
柴
し
む
会

平
成
3
0
年
度
総
会
を
4
月
6
日
に
開
催
し
本
年
度

の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
、
月
4

回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
主
と
し
て
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
は
各
地
で
…
久
害
が
起
き
て
い
ま

す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
災
害
時
の
情
報
収

集
の
し
か
た
等
の
勉
強
会
を
始
め
て
い
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
毎
月
4
回
開
催

主
な
学
習
内
容
は

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
編
集
、
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の

便
利
な
機
能
及
び
基
本
的
な
操
作
方
法
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
い
ろ
い
ろ
な
検
索
方
法
、
情
報
収
集
の
し

か
た
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
メ
ー
ル
振
り
分
け
方
法
、
及

び
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
メ
ー
ル
を
見
る

方
法
、
自
由
研
究
、
P
C
相
談
会
等
。

②
N
T
T
岩
手
O
B
ネ
ッ
ト
、
盛
岡
電
友
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
毎
月
更
新
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
サ
ー
ク
ル
の
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

進
め
て
い
ま
す
。

③
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

4
月
盛
岡
城
址
公
園
で
の
花
見
、
7
月
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
で
の
納
涼
会
で
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
以
下
の
通
り
。

4
月
2
9
日

5
月
1
5
日

6
月
2
2
日

7
月
1
7
日

9
月
1
4
日

カ
レ
イ
　
（
万
福
丸
）
　
6
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
7
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
丸
）
　
7
名

カ
レ
イ
　
（
翔
光
九
）
　
7
名

ヒ
ラ
メ
　
（
万
福
丸
）
　
5
名

ま
た
、
恒
例
の
釣
り
旅
行
は
、
1
0
月
8
～
9
日
の

日
程
で
碁
石
海
岸
の
民
宿
「
海
楽
荘
」
に
1
泊
し
て

美
味
し
い
海
の
幸
を
堪
能
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と

釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
1
2
月
に
は
1
年
の
締
め
括
り
と
し
て
、
つ

な
ぎ
温
泉
「
愛
真
館
」
で
1
泊
で
の
忘
年
会
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

㈲
不
来
方
釣
り
ク
ラ
ブ

4
月
2
8
日
、
盛
岡
市
大
通
り
「
若
竹
」
　
に
お
い
て

1
0
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
し
、
2
9
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
の
後
、
3
0
年
度
の
実
行
計

画
・
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
か
ら
日
月
ま
で
船
釣
り
と
岸
壁
釣
り
を
交
互

に
計
画
し
、
気
持
ち
は
早
く
も
海
に
向
か
っ
て
お
り

ま
し
た
む
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
無
事
総
会
も
終
了
し
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きょうもホールインワン
めざして…

刷
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

平
成
3
0
年
度
の
活
動
期
間
は
、
平
成
2
9
年
相
月
か

ら
平
成
3
0
年
9
月
末
ま
で
と
し
、
原
則
毎
週
水
曜
日

を
定
例
会
日
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
月
か
ら
3
月
末

ま
で
は
冬
季
中
断
し
、
平
成
3
0
年
4
月
1
8
日
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
同
好
会
活
動
は
、
会
員
の
健
康
維
持
と
親
睦
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
い
参
加
延
人

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
3
0
年
度
の
活
動
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で

す。①
会
員
数
　
男
1
4
名
　
女
6
名
　
計
2
0
名

②
例
会
場
所
　
盛
岡
市
部
南
中
央
公
園
野
球
場

平
成
3
0
年
7
月
2
5
日
、
御
所
湖
広
域
公
園
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
真
夏
日
の
暑
い
日
で
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
多
く
出
る
な
ど
、
暑
さ
を
ふ
っ
飛
ば
す
元
気
な

プ
レ
ー
で
し
た
。

プ
レ
ー
後
は
、
場
所
を
変
え
て
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

で
盛
大
な
納
涼
会
を
行
い
ま
し
た
。

納
涼
プ
レ
ー
優
勝
　
川
又
　
繁
光

亙
N
T
T
・
O
B
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
岩
手
県
大
会
に

8
名
参
加
（
平
成
3
0
年
9
月
6
日
）

◆
花
巻
電
友
会

◎
イ
ー
ハ
ト
ー
プ
の
里
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
参
加
し

全
員
完
歩

③
例
会
実
施
状
況

1
0
月
　
4
回

4
月
　
2
回

5
月
　
5
回

6
月
　
4
回

7
月
　
4
回

8
月
　
4
回

9
月
　
3
回

参
加
人
数
　
延
5
0
名

参
加
人
数
　
延
3
0
名

参
加
人
数
　
延
6
2
名

参
加
人
数
　
延
4
9
名

参
加
人
数
　
延
5
3
名

参
加
人
数
　
延
4
3
名

参
加
人
数
　
延
3
2
名

計
2
6
回
　
　
参
加
人
数
延
3
1
9
名

④
平
成
3
0
年
度
の
成
績

優
　
勝
　
男
　
長
谷
川
信
行
　
女

準
優
勝
　
男
　
佐
々
木
博
美
　
女

⑤
納
涼
プ
レ
ー
と
納
涼
会
の
実
施

吉
田
　
キ
ミ

斎
藤
　
通
子

第
2
1
回
い
わ
て
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
里
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
は
8
月
1
8
日
、
1
9
日
の
2
日
間
開
催
さ
れ
、

花
巻
退
職
者
の
会
会
員
と
花
巻
電
友
会
会
員
は
1
8
日

の
ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
（
当
日
の
参
加
者

数
は
総
勢
7
5
0
名
余
り
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

の
県
外
か
ら
は
2
8
2
名
）

今
回
は
、
4
0
k
m
　
（
花
巻
市
内
の
東
和
・
大
迫
・

石
鳥
谷
ぐ
る
っ
と
コ
ー
ス
）
、
2
0
k
m
　
（
宮
沢
賢
治
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文
学
散
歩
の
道
コ
ー
ス
）
、
1
0
k
m
（
ィ
ギ
リ
ス
海

岸
な
ど
花
巻
の
水
辺
と
斯
波
一
口
鹿
追
ロ
ー
ド
を
歩
こ

う
コ
ー
ス
）
、
5
k
m
　
（
イ
ギ
リ
ス
海
岸
を
歩
こ
う

コ
ー
ス
）
　
の
4
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
1
0
k
m
に
7
名
、

5
k
m
に
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

5
k
m
コ
ー
ス
で
は
小
学
生
の
親
子
連
れ
が
多
く

汗
も
か
か
ず
ス
タ
ス
タ
と
歩
く
姿
に
、
我
々
7
0
代
人

間
は
ま
だ
ま
だ
負
け
て
な
る
も
の
か
の
気
持
ち
で
よ

う
や
く
？
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は

も
う
こ
り
ご
り
の
会
員
や
ラ
ン
ク
上
の
1
0
k
m
に
挑

戦
す
る
か
な
と
か
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ
近
況

を
語
り
合
っ
て
い
る
間
に
ゴ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
。

等
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
地
点
に
戻
る
と
ト
ン
汁
と
ジ
ュ
ー
ス
が

待
っ
て
お
り
お
い
し
い
昼
食
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

当
日
の
気
温
は
朝
方
1
0
・
5
度
、
日
中
は
2
5
・
5

度
と
歩
く
に
は
や
や
暑
い
感
じ
で
し
た
が
、
3
日
前

ま
で
は
真
夏
日
が
8
日
連
続
で
し
た
の
で
そ
れ
を
考

え
る
と
恵
ま
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
日
和
で
し
た
。

◎
仙
台
日
帰
り
レ
ク

今
回
は
、
歴
史
探
訪
「
国
宝
　
大
崎
八
幡
宮
」
・
「
国

指
定
重
要
文
化
財
　
仙
台
東
照
宮
」
　
へ
の
旅
で
し
た
。

参
加
者
は
2
4
名
（
男
性
1
2
名
・
女
性
1
2
名
）
　
で
1
0

月
1
0
日
実
施
し
ま
し
た
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、
今
日
の
お
客
さ
ま
は
と

て
も
お
元
気
で
活
気
の
あ
る
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
■
ノ
と
り
わ
け
女
性
の
皆
さ
ん
は
バ
ス
の
前

方
に
座
り
、
良
く
喋
り
・
食
べ
て
飲
ん
だ
か
ら
　
（
ど

こ
も
一
緒
で
し
ょ
う
か
）
　
で
し
ょ
う
か
。

国
宝
大
崎
八
幡
宮
は
ガ
イ
ド
か
ら
「
ご
由
緒
」
　
の

説
明
を
聞
き
参
拝
し
ま
し
た
。
可
愛
い
七
五
三
参
り

の
家
族
連
れ
に
も
め
ぐ
り
あ
い
、
自
分
の
子
供
や
お

孫
さ
ん
と
の
お
宮
参
り
を
思
い
出
し
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

仙
台
場
外
市
場
「
杜
の
市
」
で
お
買
い
物
を
し
、
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
旅
も
「
喋
る
」
「
見
る
」
「
食
べ
る
」
「
買
う
」

の
醍
醐
味
を
満
た
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま
し
た
。

例
年
通
り
退
職
者
の
会
・
電
友
会
会
員
相
互
の
親

睦
交
流
に
な
り
ま
し
た
。
花
巻
は
女
性
の
参
加
が
多

い
こ
と
で
、
特
に
に
ぎ
や
か
で
華
や
か
な
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

◆
釜
石
地
区
電
友
会

◎
ひ
な
祭
り
茶
話
会

ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
仙
台
東
照
宮
は
、

う
っ
そ
う
た
る
木
立
の
中
、
徳
川
家
康
公
を
祀
り
杜

の
都
を
見
守
り
続
け
て
3
5
0
年
余
年
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
家
康
公
の
御
遺
訓
は
現
代
こ
そ
心
し
て
お

く
べ
き
と
思
い
ま
し
た
U
　
そ
の
後
青
葉
城
址
で
昼
食
、
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定期総会模様

旧役員の皆さんへ
感謝をこめて

平
成
3
0
年
3
月
2
日
恒
例
の
ひ
な
祭
り
茶
話
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
週
間
前
に
は
飾
り
付
け
を
し

お
菓
子
・
お
抹
茶
・
お
寿
司
篭
を
揃
え
て
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
風
が
強
く
、
時
々

み
ぞ
れ
が
降
り
寒
い
日
で
し
た
が
、
1
年
掘
り
に
お

会
い
す
る
お
ひ
な
さ
ま
を
前
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
、
と
て
も
楽
し
い
1
日
で
し
た
。

◎
定
期
総
会
開
催

平
成
3
0
年
6
月
1
5
日
第
2
8
回
定
期
総
会
が
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
釜
石
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
N
T
T
東
日

本
岩
手
沿
岸
南
営
業
支
店
長
の
只
野
義
別
様
、
電
友

会
岩
手
支
部
長
浮
田
俊
夫
棟
の
お
2
人
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
議
案
す
べ

て
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
新
旧

新
会
員
の
方
々
に
は
心
ば
か
り
の
花
の
鉢
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
も
共
に
と
笑
顔
の
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

役
員
の
交
替
が
あ
り
、
前

会
長
並
び
に
理
事
の
方
々
“

に
感
謝
を
こ
め
て
花
束
の
　
↑

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に

入
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご

し

ま

し

た

。

　

　

　

r

◆
遠
野
地
区
電
友
会

◎
新
会
員
の
歓
迎
会
と
暑
気
払
い

毎
年
行
っ
て
い
る
暑
気
払
い
と
新
会
員
の
歓
迎
会

を
い
っ
し
ょ
に
と
い
う
こ
と
で
、
7
月
2
5
日
間
催
い

た
し
ま
し
た
。
労
金
の
支
店
長
も
ご
出
席
し
て
い
た

だ
き
2
1
名
の
参
加
で
O
B
ル
ー
ム
で
時
間
の
ゆ
る
す

限
り
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
何
十
年
も
顔

を
あ
わ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
人
で
も
、
同
じ
部
屋

に
入
っ
て
み
れ
ば
昨
日
ま
で
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し

て
い
た
か
の
如
く
話
に
花
が
咲
き
本
当
に
有
意
義
な

歓
迎
会
で
し
た
。

手
づ
く
り
の
つ
ま
み
に
生
ビ
ー
ル
。
3
0
年
は
特
に

暑
か
っ
た
の
で
皆
今
日
も
楽
し
く
明
日
も
元
気
に
と

◎
遠
野
町
「
ひ
と
り
ぐ
ら
し
交
流
会
」
参
加

遠
野
で
は
他
団
体
と
連
携
の
も
と
に
「
ひ
と
り
ぐ

ら
し
交
流
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
管
理

や
お
た
の
し
み
タ
イ
ム
等
。
民
生
委
員
の
方
か
ら
N

T
T
・
O
B
の
皆
さ
ん
で
何
か
出
し
も
の
を
と
依
頼

さ
れ
た
の
で
心
よ
く
受
け
る
事
に
し
ま
し
た
。
7
月

9
日
、
1
7
日
と
2
回
だ
っ
た
の
で
私
達
は
そ
れ
な
り

に
練
習
し
み
な
さ
ん
を
楽
し
く
さ
せ
る
に
は
と
…
衣

装
を
考
え
た
り
鳴
り
も
の
を
持
っ
た
り
と
賑
や
か
に

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
昔
話
を
し
た
り
踊
り
を
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出来上がったみそで
おいしくいただくi食（OBルーム）

交流会では踊りも…

踊
っ
た
り
最
後
に
は
会
場
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

新
遠
野
小
唄
を
踊
っ
た
ら
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
大
き

な
輪
に
な
り
ま
し
た
。
「
あ
あ
今
日
も
良
か
っ
た

な
あ
」
と
満
足
感
を
胸
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

と
す
て
き
な
時
間
を
過
ご
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

ン
み
そ
を
つ
く
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
・
赴
・
醤
油

・
削
り
節
・
青
な
ん
ば
ん

等
々
じ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
煮
つ
め
る
の
で
す
。

出
来
上
が
り
の
鍋
の
中
は

す
ご
く
お
い
し
そ
う
。
み

そ
は
使
っ
て
い
な
い
の
に

次
は
何
に
し
よ
う
か
な
と
、
元
気
と
笑
顔
で
体
内

年
令
は
5
才
も
若
く
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

◆
い
ち
の
せ
き
電
友
会

香
り
の
良
い
お
み
そ
み
た
い
。
お
か
ず
が
な
く
て
も

ご
飯
が
す
す
む
。
野
菜
に
も
、
お
酒
の
つ
ま
み
に
も

万
能
味
噌
の
出
来
上
が
り
。

と
て
も
人
気
の
料
理
で
4
回
も
作
り
ま
し
た
。
皆

作
り
方
も
暗
記
し
、
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

◎
文
化
講
演
会
開
催

9
月
1
9
日
、
岩
手
県
南

ブ
ロ
ッ
ク
文
化
講
演
会
が

一
関
市
博
物
館
に
於
い
て

開
催
さ
れ
、
7
2
名
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
遊
友
ク
ラ
ブ

サ
ー
ク
ル
活
動
の
1
つ
と
し
て
遊
友
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
ま
し
た
。
少
人
数
で
も
で
き
る
活
動
「
遊
友
ク

ラ
ブ
」
と
名
を
つ
け
ま
し
た
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
た
り
、
踊
り
の
練
習
を
し
た
り
、

料
理
の
数
々
、
今
回
は
ピ
ー
マ
ン
の
最
盛
期
に
ピ
ー
マ

本
年
度
は
岩
手
県
南
を
パ

流
れ
や
が
て
宮
城
県
石
巻
ノ

市
か
ら
太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
■
、

「
北
上
川
・
陸
と
海
を
結
加

入

ぶ
道
　
北
上
川
舟
運
の
変

遷
」
と
言
う
4
地
区
に
共

通
す
る
テ
ー
マ
で
、
一
関

市
博
物
館
の
協
力
を
頂
き
、

石
巻
市
の
速
見
清
二
氏
を

講
師
に
、
明
治
2
3
年
に
私

鉄
日
本
鉄
道
（
株
）
奥
州

線
が
盛
岡
ま
で
開
通
す
る

ま
で
、
伊
達
・
南
部
両
津

の
江
戸
時
代
か
ら
の
北
上
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川
舟
運
に
果
た
し
た
大
き
な
役
割
に
つ
い
て
、
楽
し
′
＼

聴
講
致
し
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
会
場
を
「
い
つ
く
し
固
」
に
移
し

花
巻
・
北
上
・
水
沢
・
い
ち
の
せ
き
電
友
会
の
懇
親

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

1
年
ぶ
り
の
再
会
に
皆
さ
ん
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
し
た
。


